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１．研究動機

農業土木施工

田んぼの大区画化

農業用水路の整備

橋、ダム、トンネル

環境に影響 環境調査

①タンポポ調査

②水質調査

③フナの生育調査



２．実施概要

環境調査 環境に及ぼす影響を評価

生物多様性や生態系の保護・回復に貢献

タンポポ調査 環境調査 フナの生育調査



３．活動計画

４～ ５月 タンポポ調査

５～１０月 水質調査

６～１１月 フナの生育調査



４．実施内容 (1)タンポポ調査

生態や品種の見分け方を理解

→在来種・外来種の判断する



４．実施内容 (2)水質調査

ｓ
水の色・におい・化学物質などを調べる

→目的の基準を満たしているか判定する



４．実施内容 (3)フナの生育調査

ｓ

〇水温は温かい方が大きくなる。
〇量より回数を増やすと大きくなる。
〇人工飼料より生餌の方が大きくなる。

ギンブナ
〇１０匹
〇１日１回給餌
〇生育期間４年目



ギンブナ２３匹

【実験区①】

〇人工飼料
〇タニシあり

【実験区②】

〇人工飼料
〇タニシあり

４．実施内容 (3)フナの生育調査



５．実施結果 (1)タンポポ調査

5740-0002

5740-0012 5740-0013

5740-0003



５．実施結果 (1)タンポポ調査

シロバナタンポポ カントウタンポポ

アカミタンポポセイヨウタンポポ

在来種

外来種
15 2

30



５．実施結果 (1)タンポポ調査

全調査数20件 全調査数922件

在来種
２２％

外来種
７８％

在来種
１５％

外来種
８５％



５．実施結果 (1)タンポポ調査
全調査数20件 全調査数816件

在来種
２５％

外来種
７５％

在来種
２２％

外来種
７８％

全調査数7,675件

在来種
１５％

外来種
８５％



５．実施結果 (2)水質調査
ｓ「身近な川や水辺の健康診断」調査基準

項目 得点

（1）COD
0点
8＜COD

5点
6＜COD≦8

10点
4＜COD≦6

15点
2＜COD≦4

20点
COD≦2

（2）NH4、NO2、NO3
0点
10≦N

2点
5≦N＜10

4点
2≦N＜5

6点
1≦N＜2

8点
0.4≦N＜1

10点
N＜0.4

（2）PO4
0点
0.5≦Ｐ

2点
0.2≦Ｐ＜0.5

4点
0.1≦Ｐ＜0.2

6点
0.05≦Ｐ＜0.1

8点
0.02≦Ｐ＜
0.05

10点
Ｐ＜
0.02

（3）透視度
0点

透視度＜
10

5点
10≦透視度＜
30

10点
30≦透視度＜
60

15点
60≦透視度＜
100

20点
100≦透視度

（4）水の様子 水のにおい、油膜、泡立ち、浮遊ごみの4 項目は各5点満点で、その合計値（20点満点）

（5）川と周りの様子 川の流れのようす、水辺の散乱ゴミ、川の中の生きもののすみ場、水辺の生きもののす
み場の4項目は各5点満点で、その合計値。



2024.5.29 水質調査結果

リン酸態
リン

（PO4）

硝酸態
窒素
（NO4
）

COD アンモニ
ウム態窒
素

（NH4）

亜硝酸態
窒素

（NO3）

犬川 0.05 0.2 4 0.2 0.05

田んぼ 0.02 0.2 6 0.2 0.1
フナ水槽 0.02 10.0 2 1 0.5



５．実施結果 (2)水質調査

H27H29 H28H30

R3R4R5 ７４点



６．考察と今後の課題

• 「タンポポ調査」では、学校周
辺の在来種および外来種の分布
について知ることができた。

↓

• 「水質調査」「フナの生育調
査」を１１月まで継続する。



フナの調理の様子



７. まとめ
「タンポポ調査」を通して、学校周辺の在来種および外

来種の分布について知ることが出来ました。また、全国

的な分布と年度による推移についても知ることが出来ま

した。

「水質調査」ではやった場所の結果をしっかりまとめる

ことができよかったと思います。

「フナの生育調査」では数か月飼育してフナの成長の様

子を記録することができました。最後には、フナを油で

揚げておいしくいただきました。


